令和２年度採択プログラム　中間評価調書
卓越大学院プログラム　中間評価調書
	１．評価項目毎の進捗状況【１０ページ以内】

	以下Ⅰ．～Ⅵ．についての進捗状況を適宜定量的な指標を活用するなどして、評価要項の「３．評価項目（１）中間評価」の評価項目の各観点に沿って、具体的かつ明確、簡潔に記入してください。なお、記入にあたっては、申請時と比較して達成された点とされていない点が明確となるよう留意してください。また、取組を推進した者・部署、体制整備を主導した者・部署や学内外部署協力体制については可能な範囲で記入するよう留意してください。（例：○○長主導の下・・・／○○と△△の連携の下、～の体制を構築した。）新型コロナウイルス感染症の影響がある場合は、当該影響がどの程度のものか、当該時期においてどのような対応を行ったかも記載してください。また、新型コロナウイルス感染拡大による困難な状況を改革の機会と捉えて開始した新たな形での教育・研究への取組を行った場合も具体的に記載してください。

	Ⅰ．大学院全体の改革を実現する卓越した学位プログラムの確立
















































様式３
様式３


（【　　　】　機関名：　　　　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　　　　）


	＜プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標＞
	No
	項　目
	申請時
	中間評価時（R5年3月）
※代替措置による実績を含め記入してください
	新型コロナウイルス感染症の影響を受けた場合、
その影響及び、講じた代替措置、
それらに伴う当初の目標の達成度合い
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	＜プログラムの具体的なカリキュラム＞
本プログラムの具体的なカリキュラムを説明するとともに図示してください。（学年毎の単位数、インター
ンシップ、QE、修了審査など）
























































	Ⅱ．修了者の高度な「知のプロフェッショナル」としての成長及び活躍の実現性




























	Ⅲ．高度な「知のプロフェッショナル」を養成する指導体制の整備





























	Ⅳ．優秀な学生の獲得


























	Ⅴ．世界に通用する確かな質保証システム































	Ⅵ．事業の継続・発展



























